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２０１1 年４月２０日 

 報 道 各 位 
日本空港ビルデング株式会社 

 

 

ホワイトスペースを活用した 

羽田エリアワンセグサービス実証実験開始について 
 

 

日本空港ビルデング株式会社は昨年７月３０日、総務省より「ホワイトスペース特区」の

先行モデルに選ばれました。これを受けて２０１１年４月２２日より第２旅客ターミナルにおい

て、エリアワンセグ放送実証実験を開始します。 

実証実験では、ホワイトスペースを活用したエリア放送実験を行いますが、サービスビジ

ネストライアルを様々な形で実施し、新規ビジネスサービスの開拓、空港利用者利便や羽

田空港の活性化に寄与することを目指していきます。 

また、総務省では２０１５年までにホワイトスペース特区の全国展開も視野に入れており

ますので、羽田空港でのサービストライアルを全国の空港に展開する可能性も検討してま

いります。 
 

 

羽田エリアワンセグサービス・ホームページ 

Haneda airport Ubiquitous Broadcasting ICTService  

  http://www.airport-broadcasting.jp 
 

 

実験用試験電波送信情報 

 

サービスエリア ： 第２旅客ターミナル ２Ｆ 出発ロビー、３Ｆ アッパーデッキトーキョー 

６４番出発ゲート、北ピア ゲートラウンジ 

 

電波送信時期： ２０１１年４月２２日（金）～   

 

使 用 周 波 数： ＵＨＦ ３３チャンネル 

 

ただし、試験電波は時間により、停止、あるいは電波送信出力 

の増減を行うことがあります。 

期間中総務省の指示でチャンネル変更の可能性があります。 

 

 

 

 

日本空港ビルデング株式会社 
     http://www.tokyo-airport-bldg.co.jp 

 

http://www.airport-broadcasting.jp/
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デ モ 場 所： 第２旅客ターミナル マーケットプレイス ２Ｆ 中央特設ブース 

 

デ モ 時 間： ２０１１年４月２２日（金）１０：００～１６：００ 

            以降のデモ情報はＨＰに掲載予定。 

 

受 信 端 末： ワンセグ付き携帯電話やスマートフォン等のワンセグ対応端末で 

受信可能 

 

送 信 情 報： 空港案内、観光情報など 

 

 

関連情報についてはホームページ御参照ください。 

羽田エリアワンセグサービス・ホームページ 

Haneda airport Ubiquitous Broadcasting ICTService  

  http://www.airport-broadcasting.jp 

 

 

羽田ワンセグ放送サービスエリア： 

空港ご利用のお客様のサービス向上を目的に、ワンセグ技術を用いた情報配信サービス

を羽田空港第２旅客ターミナルにて実施中です。 

 

  
 

以   上 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）迷惑メール防止のため、メールアドレスの一部を変えています。 

メールを送付する際は、「_atmark_」を「@」に置き換えてください。 

 

 

 

【 本件に関するお問い合わせ先 】  

日本空港ビルデング株式会社 

施設・安全本部 施設部 齋藤 

TEL：０３－５７５７－８２２５ 

受付時間：１０:００～１７:００  

メールでのお問い合わせ先 

info_atmark_airport-broadcasting.jp 

 

http://www.airport-broadcasting.jp/
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＜ 添付資料＞ 

＜実証実験の概要、目標等＞ 

 

ホワイトスペース特区先行モデル 

「羽田空港地区・空港放送ネットワークの開発、実証」 

 

（１）経緯 

羽田エリアワンセグは、ユビキタス特区平成 20年度補正「羽田空港旅客ターミナ

ル地区・沿線における ICT地域経済活性化事業」平成 21年度補正「空港放送ネッ

トワークの開発・実証」での実証実験の実績と過程から、「ホワイトスペース特区」の

先行モデルに選ばれました。選定名称はホワイトスペース特区先行モデル「羽田空

港地区・空港放送ネットワークの開発、実証」です。 

 

（２）成果目標 

ＩＣＴを活用した新しいサービスモデルの確立 

①開発・システム構築 

ア．サービス要件に関する調査・検討 

イ．エリアワンセグ新規ビジネスの開発 

ウ．視聴評価 

 

    ②サービスの実証 

ア．ビジネストライアル実証の準備 

イ．フィールド実証の実施 

ウ．実証データの取得・分析 

 

③トライアルの検証 

   ア．視聴の拡大と、広告広報効果の向上 

イ．アンケート等による本システムの利用者満足度調査 

 

（３）実施体制 

羽田ユビキタス放送ＩＣＴ事業プロジェクトを発足した 

全体統括：日本空港ビルデング㈱ 

①事業主体 

日本空港ビルデング㈱：全体統括の立場から、プロジェクトの進行管理とサービス 

実証を行う。 

 

②協力会社 

京浜急行電鉄㈱：サービス実証の主に鉄道に関すること。 

      マスプロ電工㈱：主に技術開発の立場で、システム設計・構築・工事、      

                                             ソフト開発、技術開発を行う。 

      ㈱ＩＮＦＡＳウェーブ：映像コンテンツ企画・制作、番組編成、放送運営 

営    電   ㈱ ：放送電波送出技術開発 

㈱  Ｎ  Ｔ  Ｔ  Ｐ  Ｃ ：通信サービスに関すること。 

 

③協賛会社：日本空港テクノ㈱、㈱ビッグウイング、東京エアポートレストラン㈱ 

 ㈱羽田エアポートエンタープライズ 他 


